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五
月
二
十
四
日
夜
ハ
五
月
二
十
六
日
踏
査
)
十
勝
岳
爆
援
の
悲
報
に
接
し
翌
二
十
五
日
旭
川
出
義
美
瑛
上
富
良
野
間
汽

事
不
通
の
た
め
長
谷
川
技
手
は
美
瑛
よ

b
被
害
股
況
等
を
調
査
し
つ
L

登
山
し
星
川
技
師
は
龍
川
を
経
由
し
℃
上
富
良
野

に
至

b
二
十
六
日
登
山
を
決
行
し
附
近
の
状
況
を
視
察
し
殊
に
噴
畑
、
鳴
動
、
地
震
等
の
有
無
に
付
て
注
意
せ
り
。
爆
後

せ
る
硫
黄
山
は
上
富
良
野
を
距
る
五
盟
問
初
、
美
瑛
よ
λ

リ
六
七
里
の
山
中
に
℃
一
の
電
信
電
話
の
遁
ず
る
な
く
行
通
甚
だ

不
便
な

b
。
積
雪
は
針
葉
樹
林
帯
ハ
上
富
良
野
よ

b
二
塁
竿
張
)
に
入
る
に
従
び
斑
に
残
留
し
三
塁
に
し
て
一
尺
五
寸
、
三

塁
竿
に
し
て
二
尺
よ

b
三
尺
あ
b
、
平
山
事
務
所
附
涯
の
窪
地
に
は
命
一
丈
徐
り
積
雪
あ
b
た
り
。
之
れ
よ
ら
醤
噴
火
口

に
至
る
問
は
峰
雄
か
に
念
傾
斜
を
な
し
登
山
甚
だ
困
難
ー
と
す
。

一
、
位
置

十
勝
山
は
石
狩
十
勝
の
図
境
に
塗
立
せ
る
活
火
山
に
し
て
海
抜
二
千
七
十
七
米
あ
り
。
之
れ
よ
ち
北
西
中
腹

に
営
λ

リ
て
不
断
噴
姻
の
昇
騰
す
る
を
見
る
。
之
れ
邸
主
硫
黄
山
ハ
二
重
火
山
海
抜
一
六
三
七
米
)
に
し
て
噴
火
口
よ

b
は
常

七
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七
回

に
多
量
の
硫
黄
克
斯
を
吐
出
せ
b
。

一
、
噴
火
の
歴
史

往
時
の
噴
火
は
更
に
文
献

の
見
る
可
き
も
の
な
く
殆

A
E知
る
能
は
ず
、

最
近
に
至
b
て
は
大
正
十
二
年
五
月
第
一
鎮
の

硫
黄
沼
が
熱
湯
に
竣
り
高
曲
、
d

十
七
八
尺
吹

3
土

げ
宇
月
位
の
後
、
実
硫
に
媛
b
其
の
後
十
一
月

ま
で
繰
返
せ
り
。
大
正
十
四
年
九
月
第
二
破
第

一
旗
附
近
に
於
て
硫
黄
克
斯
の
噴
出
多
量
に
な

れ

b'f-
云
ム
。
夏
に
同
年
十
一
月
南
東
側
に
小

噴
火
あ

b
。
十
五
年
二
月
頃
噴
姻
一
帯
に
多
量

と
な
り
経
二
寸
位
の
磯
を
飛
ば
し
矯
め
に
硫
黄

約
五
十
噸
焼
失
す
。
同
年
五
月
七
日
先

3
の
南

東
側
の
小
噴
火
口
と
並
列
七
て
精
強
さ
噴
火

あ
り
た
ら
。
五
月
十
七
日
本
所
技
手
登
山
せ
し

営
時
は
鳴
動
会
く
な
か
ら
し
が
街
青
色
の
火
焔



盛
な
り
し
ゃ
一
認

U
、
今
同
の
鳴
動
は
午
前
十
一
時
頃
よ

b
始
ま
b
吹
上
溢
泉
ま
で
響

3
噴
姻
の
量
増
加
し
最
も
烈
し
十
三

国第

四
日
頃
の
如

3
は
山
麓
に

て
地
震
を
戚
じ
四
五
虫
の

西
方
に
あ
る
上
富
良
野
市

街
に
て
す
会
汽
車
・
の
接
近

せ
る
が
如
く
硝
子
戸
の
動

搭
せ
る
を
費
え
た

b
。
共

後
鳴
動
殆
ん
ど
止
し
た

b

し
が
如

3
も
山
麓
に
て
は

鳴
動
地
震
等
戚
ぜ

b
と一疋

よ
も
確
か
な
ら
ず
。

一
、
爆
授
の
時
刻

今
同

の
爆
後
は
午
前
午
後
の

同
と
す
第
一
同
は
午
前
十

一
時
頃
ハ
美
瑛
村
役
場
報
告
午
前
十
一
時
三
十
分
、
倣
動
計
詑
象
紙
に
は
十
二
時
十
一
分
十
六
秒
之
れ
は
第
一
向
自
の
次

七
五
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再
噴
火
あ
b
し
も
の

な
ら
ん
か
)
に
じ
て
奮

火
口
の
下
方
ら
し
く
勢

力
弱
し
、
(
事
務
所
に
て

賓
見
者
の
談
に
依
れ
ば

噴
火
の
一
音
響
開
へ
し
に

依
り
、
調
査
の
魚
め
採

取
所
へ
行
言
、
取

b
調

べ
し
に
異
放
な
か

b
し

と
一
去
よ
、
又
噴
火
の
箇

所
は
噴
火
口
よ

b
迄
か

に
下
方
ハ

O
印
の
所
)
に

て
之
れ
は
第
二
岡
目
の

爆
殺
泥
流
の
魚
め
大
部

分
埋
設
せ
ら
れ
た
る
も



の
な
り
ど
一
疋
ム
、
日
下
噴
姻
微
弱
な
b
、
(
会
考
の
魚
め
附
記
す
ゾ
第
二
同
日
は
営
所
の
据
付
の
微
動
計
記
象
紙
の
記
録
に

よ
れ
ば
十
六
時
十
七
分
五
十
五
秒
ハ
十
六
時
十
分
、
十
六
時
十
五
分
と
も
云
ひ
、
美
瑛
村
役
場
報
告
に
は
十
五
時
四
十
分

頃
と
あ
り
而
し
て
平
山
鍍
業
事
務
所
正
般
事
務
所
間
一
里
宇
に
電
話
の
架
設
あ
b
第
一
同
噴
火
の
一
音
響
般
事
務
所
に
聞
乙

へ
し
を
以
℃
調
査
の
矯
め
本
事
務
所
へ
行
き
向
噴
火
の
懸
念
あ
b
し
を
以
て
協
議
の
翁
め
通
話
中
突
然
不
通
と
な
れ
b
此

時
事
務
所
は
泥
流
の
ゑ
め
破
壊
せ
ら
れ
た
る
な
り
、
時
刻
は
午
後
四
時
十
分
)
に
し
て
噴
火
の
箇
所
は
第
一
同
目
よ

b
醤

火
口
に
近

3
西
側
全
部
爆
殺
せ
b
叉
五
月
七
日
及
昨
年
十
一
月
小
噴
火
の
箇
所
に
は
異
朕
な
し
。

此
の
源
因
に
就
て
は
勿
論
種
々
あ
る
可
し
と
雄
ど
も
融
雪
に
至
れ
ば
例
年
醤
噴
火
口
内
に
水
溜
を
生

一
べ
爆
設
の
動
機

ず
殊
に
本
年
は
降
雪
多
量
の
た
め
一
一
暦
量
を
増
加
し
又
噴
火
営
日
山
上
強
雨
あ
λ

ソ
、
自
然
火
口
内
に
も
惨
透
浸
入
し
た
る

水
量
も
多
か
る
可
く
水
蒸
気
多
量
と
な
b
一
方
本
道
附
廷
は
弱

3
低
気
底
部
圏
内
な
勺
し
を
以
て
偶
々
噴
火
せ
ん
と
す
る

機
舎
を
奥
へ
た
る
も
の
の
如
し
。

一
、
螺
授
の
強
弱

上
富
良
野
市
街
に
て
は
爆
一
品
目
を
聞

3
た
る
も
の
砂
な
く
爆
一
旦
日
を
聞

3
た
る
も
の
は
激
流
が
樹
木
家
屋

等
を
流
出
せ
る
一
音
響
を
云
ひ
し
も
の
友
ら
ん
か
、
山
麓
な
る
卒
山
事
務
所
に
て
生
存
者
の
話
に
依
れ
ば
爆
一
菅
井
」
同
時
に
泥

流
念
劇
に
襲
来
せ
り
と
云
よ
。
而
し
て
今
同
の
爆
畿
の
勢
力
は
火
山
皐
上
よ

b
見
れ
ば
飴
b
強
烈
な
ら
ま
れ
ど
も
火
口
壁

が
脆
弱
な
る
土
質
よ

h
構
成
せ
ら
れ
一
方
融
雪
期
に
際
し
土
壌
極
め
て
滋
…
潤
を
呈
せ
し
結
果
口
壁
崩
潰
せ
し
も
の
L
如
し
。

-
、
降
涙

上
中
富
良
野
村
に
て
は
降
友
の
現
象
な
し
、
営
時
風
向
が
南
風
の
た
め
帯
肢
を
・
な
し
て
山
岳
地
方
に
飛
散
し

七
七



七
八

硫
黄
山
よ
り
約
十
里
北
方
に
あ
る
層
雲
渓
温
泉
に
て
は
雨
中
降
友
甚
し
と
云
ふ
。

一
、
噴
畑
の
色

火
口
よ

b
の
噴
姻
は
硫
黄
克
斯
な
る
を
以
て
青
色
を
帯
び
多
量
に
噴
出
あ
る
を
以
℃
接
近
甚
だ
危
険
と

す
。
故
に
風
行
の
如
何
に
注
意
し
噴
火
口
内
を
敢
下
望
見
す
る
を
要
す
、

一
、
泥
流
の
方
向
友
び
速
度

泥
流
の
方
向
は
北
方
に
向
ひ
し
も
の
は
郡
携
を
越
へ
て
美
瑛
川
上
流
の
渓
谷
に
流
下
し
北

西
方
の
斜
面
を
流
下
せ
し
も
の
は
富
良
野
川
上
流
の
渓
谷
に
入
れ
ら
其
流
量
の
割
合
は
大
差
な
さ
」
も
の
の
如
く
叉
泥
流
の

速
度
は
確
か
友
ら
ま
れ
ど
も
噴
火
口
よ
り
上
富
良
野
迄
五
里
ハ
?

)

f

俄
定
し
噴
火
時
刻
を
午
後
四
時
十
八
分
上
富
良
野
氏

襲
来
せ
る
を
午
後
四
時
三
十
八
分
ハ
確
定
な
ら
ず
)
と
し
此
の
聞
を
二
十
分
間
と
せ
ば
一
分
間

0
・
二
五
里
流
走
せ
し
割
合

と
な
る
。

崩
潰
せ
る
傾
斜
地
へ
泥
砂
を
以
て
倣
は
れ
溶
岩
流
を
認
め
ず
、
噴
火
口
附
近
に
は
火
山
躍
の
散
在
せ
る
も
の

多
数
あ
ち
。
大
な
る
は
牛
糞
肢
を
な
し
て
径
三
尺
位
の
も
の
あ
b
。

一
、
溶
岩

て
傾
斜
面
に
於
け
る
被
害
面
積

傾
斜
面
一
帯
は
堰
松
地
帯
、
針
葉
樹
「
が
ん
ぴ
」
の
樹
林
な
b
し
が
泥
流
の
矯
め
悉
く

流
去
し
て
今
や
会
く
其
面
影
な
く
被
害
面
積
は
目
下
の
所
到
底
詳
か
な
ら
ま
れ
ど
も
目
測
三
百
町
歩
以
上
な
ら
ん
か
、
而

し
て
右
方
中
腹
の
小
津
に
は
泥
士
会
く
な
く
岩
磐
の
露
出
せ
る
箇
所
あ
b
。

一
、
噴
火
口
壁
崩
壊
の
幅
昌
一

之
れ
も
安
測
に
待
た

5
る
可
か
ら
ま
る
も
目
測
略
三
了
位
と
推
定
せ

b
。
ハ
附
近
代
は
無
数

の
小
噴
汽
口
あ
り
、
〉



一
、
惨
害
を
出
家
せ
る
重
な
る
原
因

A
1
同
惨
傍
た
右
被
害
を
起

3
し
め
た
る
主
因
は
勿
論
第
一
爆
殺
と
す
、
第
二
は
蛍

日
二
三
目
前
に
於
け
る
火
口
壁
附
廷
は
積
雪
三
尺
堰
松
地
帯
針
葉
樹
林
帯
に
は
一
丈
低
地
に
は
一
丈
五
尺
位
の
積
雪
あ

b
。
此
傾
斜
地
に
於
け
る
大
面
積
の
積
雲
は
水
蒸
気
熱
泥
崩
潰
せ
る
土
砂
、
岩
石
、
千
五
百
噸
の
燃
焼
せ
る
硫
黄
等
の
魚

め
に
念
劇
に
融
解
せ
る
に
あ
bJ
。

一
一
、
天
気

昨
夜
来
降
雨
あ

b
し
が
十
時
頃
よ

b
細
雨
と
な
b
、
山
上
山
麓
は
一
面
に
霧
を
以
て
倣
は
れ
爆
後
営
時
は
雨

霧
薄
ら
ぎ
後
再
び
細
雨
に
霧
を
交
へ
た
り
共
の
他
異
朕
現
象
な
し
と
云
ふ
。

一
、
泥
沙

二
十
六
日
午
後
登
山
に
際
し
山
麓
な
る
卒
山
事
務
所
に
て
は
泥
沙
未
、
だ
乾
燥
せ
ず
中
腹
に
至
れ
ば
表
面
積
々

乾
燥
せ
し
も
命
草
桂
を
通
じ
て
沼
暖
を
血
児
へ
た

b
。
又
上
富
良
野
市
街
附
涯
に
於
て
乾
燥
せ
る
泥
沙
を
火
中
に
投
ず
る
に

臭
気
あ
b
。
良
く
燃
焼
す
る
を
見
る
。

二
十
六
日
山
麓
へ
着
後
之
等
の
現
象
に
付
き
特
に
注
意
せ
し
が
噴
畑
の
勢
力
は
爆
殺
前
よ

b
衰

頚
せ
し
如

3
も
、
主
〈
の
量
は
増
加
せ
し
が
如
し
。
二
十
七
日
午
後
一
時
黒
姻
後
A
T

と
し
て
立
ち
昇
b
一
時
は
甚
だ
し
く
杷

一
、
鳴
動
噴
姻
の
異
扶

憂
せ
し
が
約
二
十
分
間
に
し
て
止
な
。

美
瑛
方
面

一
、
泥
流
の
朕
況

同
地
方
の
泥
流
は
ニ
同
あ
り
-
第
一
同
は
ハ
午
後
零
時
十
一
分
十
六
秒
此
時
刻
は
他
の
原
因
に
依
る

も
の
な
ら
ん
か
役
場
報
告
は
午
前
十
一
時
三
十
分
頃
と
あ
b
)
一
音
響
を
聞
き
た
る
後
友
黒
色
の
水
押
寄
せ
奈
ち
美
瑛
川
精

七
九



八
O

や
増
水
し
低
所
砂
田
畑
に
は
多
少
の
濁
水
(
灰
白
色
〉
を
賛
し
、
少
時
に
し
て
止
み
た
b
j
第
二
同
日
は
(
午
後
四
時
十
七

分
五
十
五
秒
)
役
場
報
告
は
午
後
三
時
四
十
分
頃
と
あ

9
0
大
一
音
響
と
共
に
A

忽
ち
濁
水
を
鷲
し
火
口
を
去
る
約
一
里
帰
T

の

地
貼
に
て
は
一
音
響
子
一
間

3
て
よ

b
僅
か
二
十
秒
位
に
し
て
一
丈
に
徐
る
高
誌
の
濁
水
を
見
た

b
と
一
五
ふ
。

叉
濁
流
は
径
二

尺
乃
至
三
尺
の
大
石
と
多
数
の
流
木
と
を
持
ち
家
し
、
同
時
に
会
山
振
動
し
直
立
殆
ん

Y
一
困
難
な

b
し
と
英
の
後
三
十
分

も
経
過
せ

b
y
c
思
は
る
¥
頃
よ

b
忽
ち
減
水
し
始
め
、
・
5
し
も
の
大
泥
流
も
約
一
時
間
後
に
は
会
く
絶
え
迄
か
彼
方
に
去

b
た
り
。

美
瑛
よ
λ

リ
約
二
虫
の
上
流
美
器
附
近
に
て
は
第
二
同
の
一
音
響
を
開

3
た
る
後
約
十
分
に
し
て
戸
、
障
子
激
し
く
振
動
し

何
事
な
ら
ん
か
ξ
屋
外
に
馳
せ
出
づ
れ
ば
約
三
十
分
間
に
し
て
一
里
先
は
濃
霧
現
は
れ
念
逮
度
に
て
接
近
し
僅
か
数
分
間

に
し
て
地
上
丈
徐
の
泥
流
と
多
数
の

E
木
と
を
件
以
目
前
に
迫
り
流
木
は
所
謂
水
平
軸
の
渦
動
肢
に
似
て
流
る
、
を
見
た

L
り

ξ
、
業
後
四
十
分
後
に
は
泥
流
会
く
其
影
を
失
以
濃
霧
ハ
但
地
上
敷
尺
に
過
ぎ
ず
)
漸
く
葬
れ
た
る
も
夜
に
入
b
再
び

附
近
を
関
ぢ
三
尺
以
上
弊
明
せ
ぎ
b
し
と
云
ふ
。

一
、
泥
水
の
流
路
火
口
附
近
よ

b
の
泥
流
は
樹
林
替
の
少
し
く
手
前
よ

b
二
途
に
別
れ
一
は
上
富
良
野
氏
向
ひ
、
他
は

.
美
瑛
に
向
よ
、
美
瑛
に
向
ひ
し
も
の
は
畠
山
獄
泉
附
近
よ
り
更
に
二
途
に
別
れ
一
は
美
瑛
川
本
流
に
沿
ひ
他
は
道
路
面
に

沿
ひ
敷
丁
に
し
て
小
川
に
沿
ふ
、
而
し
て
美
瑛
農
場
入
口
に
て
再
び
雨
者
相
令
し
て
美
津
を
襲
ひ
夏
に
美
津
に
十
線
附
近

よ
b
二
、
途
に
別
れ
し
も
十
二
線
十
三
線
開
の
低
所
に
て
叉
今
令
一
し
て
畑
地
を
浸
し
三
度
別
れ
て
美
瑛
川
本
流
と
他
は
小



川
氏
沼
よ
。
之
れ
よ
り
下
流
は
美
瑛
川
本
流
に
沿
ふ
も
の
主
を
な
し
低
所
に
で
は
所
々
畑
地
戎
ひ
は
道
路
面
ま
で
溢
れ

?
」
ー
}
。

』

I
I
J

被

害

の

朕

況

一
、
平
山
事
務
所
は
噴
火
口
よ

b
一
塁
弱
の
麓
に
あ
り
、
事
務
所
.
倉
庫
、
飯
場
其
他
十
数
棟
あ
b
し
が
泥
流
の
た
め
殆

げ
ら
れ
椴
松
径
五
寸
、

ん
ど
流
出
し
僅
か
に
半
壊
の
一
一
一
棟
残
留
あ
る
の
み
之
れ
よ

b
五
丁
、
十
丁
、
下
方
の
小
丘
に
は
家
屋
の
柱
士
牽
等
打
上

一
尺
二
尺
以
上
の
も
の
多
数
に
散
在
せ
り
。
此
透
一
帯
は
噴
火
口
傾
面
の
反
針
側
に
て
流
下
せ
る

反
動
に
依
て
此
小
丘
に
打
上
げ
し
も
の
な
る
が
其
高
3
は
凡
そ
十
五
間
以
上
の
高
所
と
す
f

泥
流
が
若
し
此
小
丘
を
越
へ

吹
上
祖
泉
の
渓
濯
に
出
づ
れ
ば
被
害
は
一
一
層
惨
肢
を
呈
せ
し
な
ら
ん
、
賃
見
者
の
談
に
依
れ
ば
此
日
雨
天
の
魚
め
休
業
し

五
十
名
の
内
半
数
は
中
川
滋
泉
に
行

3
竿
数
は
宿
舎
に
居
り
し
が
一
大
一
音
響
の
馨
へ
し
と
共
に
暗
黒
な
る
泥
流
、
山
上
よ

ら
怒
議
の
如
く
狂
奔
し
京
市
b
瞬
間
に
家
屋
を
破
壊
流
失
せ
し
も
の
な

b
と
云
ふ
。

一
、
般
事
務
所
よ
り
密
生
せ
る
熊
笹
の
峯
を
越
え
富
良
野
川
ハ
市
街
よ

b
三
里
の
上
流
)
の
上
流
に
出
づ
れ
ぼ
河
流
念
な

れ
・
ど
も
川
幅
僅
か
に
四
五
尺
に
過
ぎ
ず
、
此
透
一
帯
表
土
洗
は
れ
積
と
紘
一
じ
大
・
な
る
石
塊
は
怨
四
尺
以
上
の
も
の
多
数
あ

り
.4
此
積
の
幅
約
五
十
問
、
二
三
間
高
ま
b
た
る
所
に
て
約
八
十
問
あ
ら
ん
、
傾
斜
地
に
は
壁
土
の
如
く
一
面
に
泥
土
の
し

痕
跡
あ
b
、
主
ハ
高
芯
河
底
よ

b
六
七
問
あ
hJ
、
ハ
或
ひ
は
河
底
が
流
失
低
下
せ
ゴ
る
前
の
痕
跡
と
も
見
ゆ
)
賃
見
者
の
談
に

依
れ
ば
波
の
高
述
、
凡
そ
二
丈
徐
あ
り
、
流
木
は
縦
に
捲

3
込
ま
れ
一
家
れ

b
と
一
五
人
。

1¥ 



/¥ 

一
、
新
井
牧
場
に
入
れ
ば
谷
間
次
第
に
展
開
せ
る
も
道
路
は
会
然
跡
型
な
く
流
木
は
附
一
泡
に
積
推
し
沃
土
は
全
部
流
失
し

て
石
塊
到
る
所
に
散
在
せ

b
、
而
し
て
住
家
は
小
高

3
卒
地
に
あ

b
し
が
悉
く
流
失
し
て
死
傷
者
は
之
れ
よ
り
下
流
に
多

し

同
商
股
は
上
富
良
野
市
街
附
近
に
あ

b
て
同
地
方
の
主
脳
地
と
稀
せ
ら
る
、
銭
道
線
路
は
同
開
館
の
東

部
を
縦
貫
す
。
蛍
時
泥
流
が
流
木
ξ
共
に
襲
来
し
て
線
路
上
の
土
砂
枕
木
等
を
流
出
し
四
日
間
汽
車
不
通
と
な
ら
し
が
激

流
は
幸
ぴ
此
線
路
の
士
堤
の
矯
め
に
勢
力
を
殺
が
れ
線
路
西
側
の
家
屋
は
流
失
を
免
れ
た
る
も
の
あ
り
。
浸
水
の
高
S
は

種
ム
ア
あ
れ
ど
も
床
上
四
尺
以
上
の
所
あ
bJO

水
田
は
泥
砂
の
た
め
に
二
尺
以
上
四
尺
埋
設
せ
ら
る
而
し
て
此
泥
流
は
夫
れ

一
、
三
重
園
臆

よ
b
中
富
良
野
方
面
へ
流
出
し
て
田
畑
を
埋
渡
し
被
害
面
積
甚
大
な
り
。

砂
田
地
方
に
て
は
美
瑛
農
場
の
上
半
分
被
害
最
も
多
〈
美
瑛
市
街
地
附
近
(
丸
山
附
近
)
に
も
田
畑
に
浸
水

し
荒
J

媛
に
至
れ
る
所
あ
る
も
共
匿
域
大
な
ら
ず
、
丸
屋
禍
泉
白
岡
山
祖
泉
共
に
流
出
し
て
跡
型
な
し
。

一
、
美
瑛
方
面

営
時
に
於
け
る
被
害
調
は
左
の
如
し
。
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